


戻れ

いつものように横になりながらテレビを見ていたら

　「もどれ！」

と叫ぶ長女の声が聞こえてきた。

いったい何が戻れなの？と一瞬戸惑ったが、

長女が手に持っているものを見て気が付いた。

それは・・・

マクドナルドのハッピーセットの景品のポケモンボール。

ポケモンボールを持ち、アトピーパパに向かって

　「もどれ！！」

と叫んでいる。

そういえば最近ポケットモンスターのアニメを見てやがったな・・・。



こんな冗談？も言えるようになったのかと長女の成長を感じつつ、

　「わしゃポケモン扱い」

と苦笑しながらも、長女の中で何ポケモンと一緒にされているのか

気になるところですな〜。



中身ないんですけど

長女が絵本に興味を持ち始めたのは

３歳くらいだったろうか。

寝ているとよく顔に絵本を押し付けられ、

絵本を読むことを強要・・・

いやお願いされたっけ。

現在、１歳８ヶ月になる長男は

長女のときより絵本に興味を持つのが早いようだ。

それに読んで欲しいときはちゃんと目の前に

絵本を持ってきて読んで欲しいそぶりを見せる。

　「始り始まり〜」

と言うと手をパチパチ叩きながら喜ぶ長男。

姉弟でも性格は違ってるんだな〜。



さてと、では早速読んで・・・って、

中身ないじゃない・・・。

長女は絵本の中身を破壊したりはしなかった・・・。

やはり姉弟でもやることが違うな。

それとも、女の子と男の子の差なのかなぁ。

男の子の方がいたずらの度合いが激しいとは

聞いてはいたが・・・。

長男がこれから引き起こすであろうイタズラが

ちょっと楽しみ？不安？なのでありますよ。



あと一歩及ばず

おしい、あと一歩及ばず。

まだまだ長女（５歳）の方が長男（２歳）より強いやね。

でも、弟にエレベータのボタンくらい譲ってあげなさいよ。



でも、弟にエレベータのボタンくらい譲ってあげなさいよ。



アナコンダみたいだ

こな薬を飲むのを嫌がって逃げる長男（２歳）を

捕まえているかみさんをみたとき、

　「アナコンダみたいだ・・・。」



と一瞬思ってしまった。



暴君的長女

長男（２歳）が自分のおもちゃで遊んでいるのを見つけると

バトル（格闘）の末、

体力的に長女（５歳）の勝ち。

取り上げたら満足なんでしょうね。

その後は、いつものようにおもちゃはほったらかし状態。



先に生まれた者の特徴といいますか、

少々わがままに育つのは仕方ないのかもしれませんが、

長女（５歳）の長男（２歳）への暴君ぶり、

時間が経てば自然となくなるのか、親がある程度管理しないとダメなのか。

まあ、現状としては長女が暴君ぶりを発揮しているのを見つけたときは、その場で叱ってるんで

すけどね。



「太鼓の達人」の達人

ある男子中学生が太鼓の達人でゲームの難易度を選択している最中に、

長男（２歳）が勝手に太鼓を叩き、難しいモードを選択してしまった。

「うちの子が悪さをしてごめんね。」

「弁償するよ。」

と申し出たのですが、

「大丈夫です。ほんとうに大丈夫ですから。」

と申し出を断る男子中学生。

そこで、しばらく様子を伺うことにしたんですが、彼が申し出を断った理由がすぐにわかりま

した。

すごいスピードで太鼓を叩く叩く。



元々、難しいモードを選ぶつもりだったのね。

男子中学生が繰り出す太鼓のバチのスピードと反射神経に感心しながらも

「100円ラッキー」

弁償しなくて良かったな、と心の中でせこい事を考えていた・・・。



警戒はしているんですが

何回もやられてるんで

警戒はしているんですが

つい気が緩むといいますか



長男（２歳）から頭突きを食らうんですよね〜。



try it（英語であそうぼう）

真似するんですけどね、

悲しいかな長男（２歳）は頭でかいですからね。

バランス崩して倒れてますね。



加速装置

と素早く反応できればよいんですが、

日頃の不摂生の末に、お腹についてしまったメタボ装置！

おへそのスイッチをぷにょっとな！



では体の反応は今ひとつ・・・。

「よっこいしょと・・・」

ゆっくりと近寄り、こぼれたジュースをふき取るのです。



いつの日か大物釣りがしたいです

３度の飯より釣りが好き、

などという釣りキチではありませんが、

釣りが好きです。

一生に一度でいいから、

南国リゾート地へ行き、

大物を釣ってみたいもんです。

テレビ番組や釣り雑誌なんかで

10キロ以上の大物を釣り上げてるのを見ると

わくわくどきどきしちゃいます。

現実は、南国リゾートへ行く時間も

大物を釣るための高価な釣り具を購入するお金もありません。



長男（２歳）が１３キログラムだから、

１０キログラムくらいの魚を持ち上げると

これくらいの重さだな・・・。

子供達で大物を釣り上げたときの感触を

バーチャルに感じながら、

いつの日か大物釣りがしたい、と思うです。



キャッチ＆リリース

 



ジョーズの襲撃

LOFTで購入した「サメの模様の鍋つかみ」で

寝る前の子供達に襲い掛かってます。



ジョーズへの逆襲

サメの鍋つかみで長男（２歳）の色んなところに噛み付いていたら、

大興奮の長男のテンションはＭＡＸへと達し

突然抱きついてきたと思ったら



わき腹を噛まれました。

実は、長男は興奮すると「噛み付く」癖がありまして。

まあ、「噛み付く」癖も成長と同時になくなるとは思っていますが、

困ったものです。



挿しっぱなしにご用心

長男（２歳）の仕業に違いないが、

プリンターにデジカメのメモリーカードを



挿し込みっぱなしにしていた

あたくしがお馬鹿だったのね。

一生懸命探したですけど、結局見つからず。

新しいメモリカードをその日のうちに家電量販店へ買いに行きました。



将軍様なら

生後半年の子供がいる友人宅へ遊びに行ったとき

　「小さい子供って飛行機に乗ると泣くよね〜」

　「うちもそうなんだよ〜」

　「何かよくわかんないけど、飛行機内で泣くんだよね〜」

という話になった。

どうやら ０歳時〜３歳児くらいの子供は飛行機内で泣くのものらしい。

神奈川県に在住していた頃、大分県へ里帰りしたときのことである。

美しい海、おいしい海産物、人ごみの無さ、ゆっくりと流れる時間。

楽しい時間はあっという間に過ぎる。

５日間の里帰りもあっと言う間に終り、大分県から東京行きの飛行機に乗ったときに・・・。

２歳半になる長女が搭乗したときからぐずり始め、とうとう大泣きへ発展した。

フライトアテンダントが、何度もおもちゃや飴玉と持って来てくれるが泣き止まない。

楽しい時間があっという間に過ぎるのに、こんなときは時間を長く感じる。

汗びっしょりになって、長女をあやしていると

前席に座っているカップルの男性から、わざと聞こえるような声で一言。

　「子供専用ルームがあればいいんだけどね〜」

何をーーー！！！あんた、子供いないだろう！

いないからそんなことが言えるんだよ。

子供は飛行機内で泣くものなんだよ！！！！



あああっ、なんだかむしょうに腹が立ってきた。

　「私が将軍様なら、貴様は即刻、△×○◎▼××ピー！！！だ」

とこみ上げる怒りを抑えるのに必死だった。

離陸後もしばらく長女は泣き止まなかったが、

どうやら泣き疲れたらしく、そのまま寝入ってしまった。

　「はぁ・・・早く帰って横になりたいねぇ」

しかし、こんなときに限って

　「ただいま羽田空港は大変混雑しております。」

　「滑走路が空くまで上空で待機せよと

　　連絡が入ったため、約1時間ほど到着が遅れます。」

　「お急ぎのところ大変ご迷惑をお掛けいたします。」

と機長からのアナウンス。

かみさんと目を合わせながら

　「こんな日もあるやね・・・。」

と苦笑いするしかなかったのです。



イライラしちゃダメ

実は、この日は何かと色々ありまして、イライラが貯まっておりました。

そこにきて、デジカメのメモリーカードの紛失・・・。

インターネットで調べてみると最寄の家電量販店の閉店時間は21時。

あと1時間・・・間に合うな。

ブルーな気持ちで一晩過ごすのも嫌だったので、早速行くことにしました。

長女（５歳）に一緒に行く？と聞くと

「行きたーい！」

とのことだったので、長女と二人で家電量販店まで行きました。

長女と二人っきりの夜のドライブ。

自然とイライラも消えていきましたね。

男親なんてそんなものかもしれません（苦笑）。



新しいメモリーカードを購入し、

帰宅後、ふと、３年前に他界したかみさんのお母さんにお供する

お茶がおいてある場所をみてみると、

あんなに探していたメモリーカードが置いてあるじゃない。

かみさんが長男（２歳）が手に持っていたのを発見後、

ここに置いていたことを忘れてしまっていたらしい。

イライラが無くなったと思ったら、

メモリーカードがあっさりと見つかる。

それも、他界したお義母にお供えするお茶が置いてある場所から。

「イライラしちゃダメよ！」

と天国のお義母さんからたしなめられてる気がしました。

まだまだ親として精進が足りませんね、

「どうもすみません」

と反省するのであります。



引っ張れ〜

 



ポリエステル５０％綿５０％

あとで着ていた上着を確認したんですが

ポリエステル５０％綿５０％と書いてました。



砂嵐でギャー

 



引っ張れ〜パート２

 



脱ぎ捨てごめん

時々なんですが、



たっぷりとおしっこを吸い込んだ

紙おむつの重みでズボンが自然と

脱げていることがありますね。



そんなに欲しいの？

 



大鼓（おおつづみ）と小鼓（こつづみ）

大鼓（おおつづみ）。

皮面の直径23cmぐらい，胴長約29cmのやや大型の鼓(つづみ）。

我が家の大鼓（おおつづみ）長女５歳。

最近、幼稚園に通い出したけど

ゲーセン、おもちゃ、公園などは口で言ってもまだまだ素直に帰ろうとしない。

小鼓（こつづみ）。

2枚の馬皮と、桜の木をくりぬいた胴を、調緒（しらべお）と呼ばれる麻紐で緩く組んだ楽器。



我が家の小鼓（こつづみ）長男２歳。

長女同様口で言っても全然素直に帰ろうとしない。



加速度的成長

ってな感じで、幼稚園に行き出してから

長女（５歳）が加速度的に成長しましたね。



幼稚園って凄いですね〜。



もらえるわけではないみたいですね

長男（２歳）が色んなものを

手渡ししてくれるんですが、

数秒後には

奪い取って



またどこかへ行ってしまいます。



奪い返してます

長男（２歳）が時々

メール受信した携帯電話を

届けてくれるんですが、

数秒後には

奪い取って



またどこかへ行こうとするので、

奪い返してます。



デジャブ（モンキー編）

一瞬、どこかでみたことがあるな・・・

と思ってしまうんですよね〜（笑）。



アイムラビン

子供の笑いのつぼはよくわからない。

長女（５歳）が「パラッパッパッパー」と言った後、

長男（２歳）が「アイムラビン」と言い返すと

「きゃはははは」と二人で笑い転げている。

どうやらマクドナルドのＣＭで流れるフレーズ

「パラッパッパッパー、アイムラビン」

が彼らの笑いのスイッチを入れたらしい。

「パパちゃんもアイムラビンって言って！」

と長女にせがまれ「パラッパッパッパー」

と言った後に「アイムラビン」と言うと、

「きゃはははははは」と二人とも笑い転げる。



何がそんなに面白いのかわからないが

「アイムラビン」と言うだけで

笑ってくれるならと思い何度も言うのだが

１０回目を過ぎるとさすがに飽きてくるね・・・。

さて、忙しい１日も終り、

子供達の体内電池がやっと切れ始めた頃、

布団の中から

　「ぱらっぱっぱっぱー・・・」

　「あいむらびん・・・」

と小さい声が聞こえたので、様子を見にいくと

二人とも寝てるじゃない。

それを見て、かみさんと二人で大笑い！

子供の笑いのつぼはわからないけど、

ただ一つ確実にわかるのは、

　「ウィアラビンユー」＝「We're loving you」

私達はあたな達をを愛してますよ。



２歳児の攻撃

もうすぐ２歳になる長男が

　「だっこ〜」

と言って甘えてきた。

よくあることだけど、抱きしめた瞬間に

あの臭いが・・・

被害状況はどうなってかな、

とお尻を覗き込んだときだった。

　「だっこ〜」

といきなり飛び上がってきたため、

長男の硬い頭が顎を直撃。



危うく舌を噛むところだったがギリギリセーフ。

どうやら今回は「おなら」をした

だけだったらしいが・・・。

油断した・・・２歳児からあのような攻撃を

受けることになるとは。

次回からは気をつけねば。



大きなハゲを見てふと思う。

赤ちゃんって、ずっと同じ方向向いて

寝てたりしますから、

大きなハゲが出来てますよね。

次女（８ヶ月）の後頭部に出来た

大きなハゲを見てふと思う。



顔描いたら面白いかも・・・。


